
  

 

 

    

５年生は、福島県白河郡にある「国立那須甲子青少年自然の家」で宿泊体験をしてきました。天候が心 

配されましたが、ハイキングやそば打ち体験、飯盒炊はんなど、ほぼ全てのプログラムを行うことができ 

ました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

どの活動にも積極的に取り組み、仲間と

協力する子供たちの姿がとても素晴らしか

ったです。ハイキングでは、疲れて歩けなく

なった友達に肩を貸し、声を掛け合いなが

ら山を越えていました。また、ハイキングが

終わった後も、きちんと整列をし、ガイドの

方々に感謝の気持ちを伝えることができま

した。ガイドの方からは「今までいろいろな

学校を見てきたけれど、このような姿でい

るのは本当に素晴らしい。その気持ちが良

い天気を呼んだのだと思います。」と褒めて

いただくことができました。 

 

どんな場面でもひたむきに一所懸命活動する

子供たちの姿を見ることができました。今回の宿

泊行事で築き上げた絆を、今後の学校生活や行事

でも生かしていけるように指導して参ります。保

護者の皆様、ご準備等行っていただき誠にありが

とうございました。 

（文責：中山 開） 
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（文責： 余村 亜美） 

「最高だった３日間」(児童の振り返りより) 

僕は 6 年生最後の日光移動教室を、とても楽しみにしていました。実際行って 

みると、想像以上の楽しさと新鮮さが僕の心に残りました。 

まず日光では大自然をたくさん見て感じることができました。日光の有名な滝 

を３つも見ることができて嬉しかったです。大迫力でした。特に華厳の滝はかな 

り遠くにあるのに、水しぶきが飛んできました。そして、周りの岩も角ばってい 

て幻想的な風景でした。竜頭の滝も竜の頭のように水が流れていました。 

 

 

 

 

 

 

 

日光東照宮では徳川家康の墓や眠り猫、三猿をこの目で見ることができました。建物の大きさや階段の

段差の高さなど、実際に行ってからしか分からない細かいこともたくさんありました。 

 

生活面では、みんなで協力して、５分前行動を意識して動けていたときが 

が多く見られました。スリッパをみんなで声を掛け合い、つくしさんも協力 

してそろえることができたので、嬉しかったです。二日目、ナイトハイクの 

後の一人一人の言葉がみんなの本当の気持ちだと思いました。みんなの前で 

言えて、本当に良かったなと思います。 

 

この日光移動教室は、自然をたくさん感じたり、みんなと楽しくはしゃいだりして、最高の修学旅行に

なったと思います。時間がたって振り返ってみると、この三日間が物ではない記憶、気持ちという大切な

宝物となりました。こんなに楽しく過ごせたのも、先生方や宿の方のおかげです。本当に感謝しています。 

   

 ８月８日(木)から１０日(土)まで２泊３日で日光高

原学園に行ってきました。世界文化遺産である日光東

照宮を見学し、歴史・地理的な関心を高め、日光ならで

はの自然を満喫しながら、また、友達とも豊かに関わり

ながら過ごしました。同期校の笹塚小学校や千駄ヶ谷

小学校と共に生活することで、子供たちはよい刺激を

受けたようです。３日間を安全に過ごすことができる

よう、お力添えをいただいた全ての方々に感謝申し上

げます。この３日間での経験と子供たちの成長を今後

の学校生活に生かしていきます。 ～８月８日 日光東照宮にて～ 

ハイキングでは、長い道のりを、班のみんなで協力して励まし合い、全員

笑顔でゴールすることが出来ました。僕は、もっと長い距離を歩きたいなぁ

と思いました。なぜなら、おしゃべりをしながらみんなと歩いていたら、時

間がほんの一瞬のように感じたからです。そして、歩いている途中で見える

景色が、凄く綺麗でした。遠くに小さく見える花や木も景色を際立たせてい

ました。普段見ることのない光景が、見られたので良かったです。 

 


